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は表土。第 ２ 層は黒褐色土で，古代の遺物を包含する。第 ３ 層は黄褐色土。この層は南に
行くにしたがって，層が厚くなるとともに黄色砂の量が増えていき，南区北辺中央北壁の
第 ３ 層（灰黄色砂）に連続する。北区では黄色砂はわずかに混じる程度である。第 ４ 層は
黒色土。縄文時代の遺物を包含する。第 ５ 層は灰褐色砂質土。南に行くにしたがって土壌
化していく。第 ６ 層は黒褐色土。第 ７ 層は黄白色砂。第 ８ 層は灰褐色砂質土。第 ９ 層は暗
灰褐色砂質土。第10層は灰白色砂。第 ５ 層以下は遺物を含まない。
　南区北西隅の層位（図76）　　北壁の層位を図76に掲げた。第 １ 層は表土。第 ２ 層は黒
色土。層厚0.2～0.3ｍ。縄文時代の遺物を包含しており，上半と下半に分けて遺物を取り
上げたが，出土量は上半の方が多かった。第 ３ 層以下は無遺物層で，第 ３ 層は灰褐色砂質
土，第 ４ 層は黒褐色砂質土，第 ５ 層は黄白色砂，第 ６ 層は灰褐色砂質土，第 ７ 層は暗灰褐
色砂質土，第 ８ 層は灰白色の砂・礫である。このうち，第 ６ 層は非常に固くしまっており，
第 ７ 層も固くしまっていた。古い時代の堆積物であることが予想されたため，第 ５ 層・第






第 １ 層は表土。第 ２ 層は黒褐色土。長石粒を多く含む ２ ａ層とあまり含まない ２ ｂ層に細
分できる。古代の遺物を包含する。第 ３ 層は灰黄色砂。北区の第 ３ 層，南区南辺中央の第












第 １ 層は表土。第 ２ 層は黒褐色土で，上部に長石粒が目立つ。古代の遺物を包含する。第
３ 層は黄色砂で，南壁では厚さ0.6ｍをはかる。弥生前期末の洪水層である。第 ４ 層～第
11層はもっとも厚いところで厚さ1.4ｍをはかる腐植土。色調と遺物の出土状況などをも
とにして細分している。上から10㎝単位の人工層位で遺物を取り上げた。どの層からも遺








　南区南西隅の層位（図76）　　北壁と南壁の層位を図76に掲げた。第 １ 層は表土。第 ２
層は黒褐色土。古代の遺物を包含する。第 ３ 層は黄色砂。南辺中央の第 ３ 層と同一で，弥
生前期末の洪水層。第 ４ 層は黒色，第 ５ 層は赤褐色を呈する腐植土層。上から10㎝単位の
人工層位で遺物を取り上げた。第 ６ 層は黄白色砂，第 ７ 層は灰褐色砂質土，第 ８ 層は暗灰
褐色砂質土，第 ９ 層は灰白色砂で，南区北西隅の第 ５ 層～第 ８ 層に対比できる。
表 １ 　層位の記載
［北　区］ ［南区北西隅］ ［南区北辺］ ［南区南辺］ ［南区南西隅］
第 １ 層 表　　土 表　　土 表　　土 表　　土 表　　土
第 ２ 層 黒褐色土 黒 色 土 黒褐色土 黒褐色土 黒褐色土
第 ３ 層 黄褐色土 灰褐色砂質土 灰黄色砂 黄 色 砂 黄 色 砂
第 ４ 層 黒 色 土 黒褐色砂質土 黒色土① 黒色土① 黒 色 土
第 ５ 層 灰褐色砂質土 黄白色砂 黄灰色砂質土 暗褐色土 赤褐色土
第 ６ 層 黒褐色土 灰褐色砂質土 黒色土② 黒色土② 黄白色砂
第 ７ 層 黄白色砂 暗灰褐色砂質土 褐黒色土 褐灰色土① 灰褐色砂質土
第 ８ 層 灰褐色砂質土 灰白色砂～礫 黒色土③ 褐灰色土② 暗灰褐色砂質土
第 ９ 層 暗灰褐色砂質土 赤褐色土① 灰赤色土 灰白色砂～礫






































　ＳＸ ２出土土器（Ⅱ １ ～Ⅱ21）　　Ⅱ １ ～Ⅱ15は中期後葉の土器。地文として，深い条
と浅い条が １ 条おきにあらわれる縄巻縄文（深浅縄文：Ⅱ １ ～Ⅱ11）と棒巻縄文（撚糸文
：Ⅱ12～Ⅱ15）の ２ 種がある。Ⅱ １ ・Ⅱ ２ ・Ⅱ ４ ・Ⅱ ５ ・Ⅱ12は半截竹管を用いて施文し
ている。Ⅱ １ はキャリパー形を呈する深鉢口縁部で，地文に縄文を施文後，口縁端部に半















































































































































































図89 南区南西隅出土土器⑵（Ⅱ241～Ⅱ265第 ４ 層出土，Ⅱ266～Ⅱ269第 ４ 層上面出土，Ⅱ270～Ⅱ





































図9３ 南区南辺中央出土土器⑷（Ⅱ338～Ⅱ355第 ７ ～第 ６ 層出土，Ⅱ356～Ⅱ360第 ６ 層出土，Ⅱ361



























































Ⅱ386は北区の第 ３ 層出土。Ⅱ387は南区北辺中央の第 ２ 層出土。Ⅱ388～Ⅱ394は須恵器杯
身。Ⅱ388・Ⅱ389は底部を欠損する。Ⅱ390・Ⅱ391は高台をもたない杯Ａ，Ⅱ392～Ⅱ394
は貼り付け高台をもつ杯Ｂである。Ⅱ393は焼きがあまい。Ⅱ388・Ⅱ390・Ⅱ392は南区北

























盤を形成する砂層の年代を知るために，南区北西隅の第 ５ 層～第 ７ 層の火山灰分析を実施
した。その結果，いずれの地層からもＡＴ火山灰は認められるけれどもアカホヤ火山灰は
未検出という結果を得た。したがって，これらの砂層の堆積はアカホヤ火山灰降灰（約
7300年前）以前に遡ることを示している。この数値は，崖面最下位の黒色土の年代と整合
的である。
　今回の調査で得た遺物の多くは縄文時代の遺物であり，その中でも中期後葉（船元Ⅳ式・
里木Ⅱ式）および中期末（北白川Ｃ式）の土器が主体を占めていた。南区では，厚い腐植
土層に遺物が包含されていたため，厚さ10㎝単位の人工層位で遺物を取り上げ，整理の過
程で壁面で観察できた層序との対応をはかった。その結果，南区北辺中央第 ９ 層あるいは
南区南辺中央第 ９ 層のように，包含層の下位層からも，中期後葉の土器とともに中期末の
土器が出土していることを確認した。これらが上層からの落ち込みなどの混在ではないと
すれば，遺物を包含する斜面に堆積した厚い腐植土は，中期後葉の多くの遺物を巻き込み
ながら中期末の時期に形成されたということになろう。
　発掘調査と資料整理は千葉豊が担当し，発掘と整理を通じて，長尾玲・磯谷敦子・河野
葵・上阪航・髙野紗奈江が測量・実測などの作業にあたった。また，縄文土器に関して矢
野健一氏，石器に関して上峯篤史氏・髙木康裕氏に有益なるご教示をいただいた。末尾な
がら，記してお礼申し上げます。
